















































































































































































































































ぶん自身にさらに不満がつのる。こうした怨念の循環には、            「傍ら」と
か「の前で」とかいうことばあまりに無力です。










































2014 年 8 月 27 日
ウォルターは貧しい地域にある小学校でこどもの哲学を続けています。きょうはリオデジャネ
イロのセントラル駅から電車で小一時間ほどかかる郊外の町にある小学校を訪れています。驚い
たことに、彼は小学校のなかに「哲学の家」や「哲学の部屋」をつくっているのです。きょう訪
れた哲学の家ではフィロと呼ばれる猫が飼われています。
彼は詩をいつも大切にしています。彼や彼の仲間たちは、問いのことも詩と読んでいます。毎
回のこどもたちとのセッションでは、最後に詩を書く時間があり、その時間に考えた問いを一人
一人詩として書き、順に読み上げていきます。最後は朗読会になります。
哲学、詩、歌の共通点はパフォーマンスではないでしょうか。パフォーマンスとは、それがな
んども繰り返しなされるときでさえ、つねに一回きりです。同じパフォーマンスは二度とありま
せん。書かれた哲学にあまりにも依存して来たわたしたちは、対象化され、反復可能な知の形態
に固執してきました。講演ですら、あらかじめ書かれており、後に文字として公開されることが
ほとんどです。わたしたちは、その場で消え去るものを軽視したり、結果として残されたものば
かりに目を向けがちです。哲学者が生きた瞬間よりも、その哲学者が残した足跡、痕跡を必死に
嗅ぎ回り、何かそこに埋まっていないかと詮索します。しかし、なにより哲学者が大切にしてき
た真理というものは、いつでも一回きりだったのではないでしょうか。
ある哲学者は真実を語るという実践について探究しました。こうした哲学、哲学者のパフォー
マンスと結びつけて考えるとおもしろいではありませんか。真実を語るという実践をもっとも特
徴づけるのは、それがなされるのが一回きりであることと、その一回きりの行為によって、発言
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する者自身が何らかの変化に晒されることです。つまり、真実を口にすることが状況をまったく
変えることなく、とりわけ口にした者自身にとって変化をもたらさない場合は、真実ではないの
です。現代でいえば、じぶんがマイノリティであることをカミングアウトすることがそれにあた
るでしょう。ひとはカムアウトするとき、じぶんがそれであるものと、じぶんがそれを言うこと
とを一致させ、引き受けなければなりません。それが真実なのです。カミングアウトの真実は、「わ
たしは～である」ということばが、「わたし」とある社会的カテゴリーとを結びつけ、両者を固
定することにあるのではありません。むしろこの「わたし」が既存の社会的カテゴリー、呼び名
に根本的に変更を加え、意味を変えてしまうのです。これは自己変容でしょうか？　いえ、それ
以上のものです。自己変容は、自己というなかで生じるものですが、カミングアウトは自己変容
と他者変容のいずれか、あるいはそのいずれでもありません。むしろそれは新しい状況を創造し、
なんとかそのなかにじぶんを生まれ直させようする危うい試みです。
歌を歌う。パフォーマンスのように、その場限りに成立し、しかしそこに居合わせた者が変わ
らずにおれないような、そのような実践にわたしは哲学ほんらいの力と魅力を感じてなりません。
ですが、わたしが臨床哲学に抱く不満はここにあります。臨床哲学、とくにその書き物について
は、書物や理論、その他文化資源への参照に依存することによって、かろうじて知としての体裁
を整えていますが、それら知を中心で結びつけているはずの愛を赤裸々に語ることが果たして十
分になされてきたでしょうか。批評や論評、あるいは解釈や記述といった、近代的な知の形式に
身を隠し、真実を語ることのリスクをあいまいにしてはこなかったでしょうか。少なくとも大学
ご在籍中は、鷲田さんも中岡さんも最後まで尻込みされ、後の世代に押しつけられたと言えない
でしょうか。それとも、それはわたしたちのためにわざと残されていった課題なのでしょうか。
もし身をもってこのことを教えていただいたのであれば、わたしはこのフラストレーション、臨
床哲学のなかにいる居心地悪さを喜ばなければなりません。なぜならそれはわたしの知への愛の
目覚めを意味するからです。
 わたしが
中岡さんの近著で気に入っているのは、哲学者の古典に並んで唐突にご自分の経験が例として引
かれるところです。頭の上に鳥の糞が落ちて来た、とか、女子学生に不意に頭のことを言及され
る、とか、ふつうなら書きたくないと思うようなご経験にあえて触れられ、我が身を晒して哲学
をされている様子がよく伺えます。ですからこれは、わたしにとっては著作というより中岡さん
の身体のようです。中岡さんの言動はいつも、パフォーマンスのように、カラオケの歌声のよう
に、そこに居合わせるわたしを楽しませてくれるものでした。それはわたしにとって幸運だっと
いうほかありません。
これは、中岡さんと臨床哲学に宛てたラブレターです。じぶんで書いたことを読み返し、これ
は読むに耐えないと思われる箇所を消してしまいましたが、何が書いてあったのかご想像いただ
くのも一興かと思い、その検閲の後は残しておきました。不細工だし、読みにくいですが、最後
までお目通しいただけたならば幸甚に存じます。
 （ほんまなおき　大阪大学コミュニケーションデザイン・センター・准教授）
